
　

昨
年
の
通
常
国
会
で
、
自
民
、
公
明
、

民
進
の
３
党
で
議
員
提
案
さ
れ
て
い
た

「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
（
以
下
、
部
落
差
別
解
消
推
進
法
）

が
11
月
16
日
の
衆
議
院
法
務
委
員
会
で
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
翌
17
日
の
衆
議
院

本
会
議
で
も
賛
成
多
数
で
可
決
、
参
議
院

に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
案
は
５
月
の
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
、

法
案
の
趣
旨
説
明
と
審
議
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
通
常
国
会
会
期
末
の
段

階
の
た
め
継
続
審
議
の
手
続
き
が
と
ら
れ
、

次
期
国
会
で
の
議
論
と
な
り
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
５
月
24
日
の
こ
の
国
会
で
は

「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
規
制
に
関
す
る
法
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加
代
さ
ん

律
」
が
制
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

12
月
１
日
、
参
議
院
法
務
委
員
会
で
自
民
党

の
門 

博
文
・
衆
議
院
議
員
が
「
部
落
差
別
解

消
推
進
法
案
」
の
趣
旨
説
明
と
内
容
を
説
明
し
、

現
在
も
な
お
部
落
差
別
が
存
在
し
、
さ
ら
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
情
報
の
氾
濫
な
ど
、

新
た
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
法
案
の
必
要

性
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
質
疑
で
は
、
自
民
党
の
西
田
昌
司

議
員
、
民
進
党
の
有
田
芳
生
議
員
、
小
川
敏
夫

議
員
、
公
明
党
の
佐
々
木
さ
や
か
議
員
、
沖
縄

の
風
の
糸
数
慶
子
議
員
な
ど
が
質
問
を
お
こ
な

い
、
特
に
有
田
議
員
は
、
鳥
取
ル
ー
プ
・
示
現

舎
の
「
全
国
部
落
調
査
」
復
刻
版
出
版
事
件
を

取
り
上
げ
、
部
落
差
別
の
厳
し
い
実
態
に
対
応

す
る
法
案
内
容
の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
６
日
の
法
務
委
員
会
で
は
、
部

落
解
放
同
盟
中
央
本
部
の
西
島
書
記
長
が
参
考

人
と
し
て
意
見
を
述
べ
、
結
婚
差
別
や
土
地
差

別
問
い
合
わ
せ
な
ど
の
事
例
、
鳥
取
ル
ー
プ
・

示
現
舎
の
事
件
を
紹
介
し
、
法
案
が
「
部
落
差

別
は
社
会
悪
」
で
あ
る
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て

国
や
自
治
体
の
取
組
推
進
を
課
題
に
し
て
い
る

こ
と
を
評
価
、
法
案
が
部
落
差
別
撤
廃
に
向
け

た
施
策
推
進
や
日
本
の
人
権
状
況
を
改
善

し
て
い
く
方
向
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

す
る
と
意
見
表
明
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
12
月
９
日
参
議
院
本
会
議
に

お
い
て
「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」
が
一

つ
の
党
を
除
い
て
与
党
、
野
党
賛
成
多
数

で
可
決
、
成
立
と
な
り
12
月
16
日
施
行
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
日
本
史
上
始
ま
っ
て
以
来
、

初
の
「
部
落
差
別
」
を
明
記
し
た
法
律
で

あ
り
、
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
法
」
と

同
様
に
罰
則
規
定
の
な
い
理
念
法
で
あ
る

と
は
い
え
、
日
本
社
会
に
あ
る
部
落
差
別

の
存
在
を
認
め
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い

も
の
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。
条
文
は
全
体

で
６
条
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

第
一
条
（
目
的
）
…
現
在
も
な
お
部
落

差
別
が
存
在
す
る
こ
と
、
部
落
差
別
の
解

消
を
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
と

し
て
部
落
差
別
の
解
消
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
部
落
差
別
の
な
い
社
会
を
実

現
す
る
。

　

第
二
条
（
基
本
理
念
）
…
全
て
の
国
民

が
等
し
く
基
本
的
人
権
を
享
有
す
る
か
け

が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
部
落
差
別
を
解
消
す
る
必
要

性
に
対
す
る
国
民
一
人
一
人
の
理
解
を
深

め
る
よ
う
努
め
る
。

　

第
三
条
（
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の

責
務
）
…
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
部
落

差
別
の
解
消
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る

責
務
を
有
す
る
。

　

第
四
条
（
相
談
体
制
の
充
実
）
…
部
落

差
別
に
関
す
る
相
談
に
的
確
に
応
ず
る
た

め
の
体
制
の
充
実
を
図
る
。

　

第
五
条
（
教
育
お
よ
び
啓
発
）
…
部
落

差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
教
育
・
啓
発
を

お
こ
な
う
。

　

第
六
条
（
実
態
に
係
る
調
査
）
…
部
落

差
別
の
解
消
に
関
す
る
施
策
の
実
施
に
資

す
る
た
め
、
部
落
差
別
の
実
態
調
査
を
お

こ
な
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
条
文
は
わ
ず
か
６
条
か

ら
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
先
ほ
ど
述

べ
て
き
た
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
「
同
和
対

策
事
業
特
別
措
置
法
」
（
環
境
改
善
の
た

め
の
事
業
法
）
が
２
０
０
２
年
に
期
限
切

れ
し
、
部
落
差
別
は
な
く
な
っ
た
、
あ
る

い
は
部
落
差
別
を
な
く
す
取
組
か
ら
手
を

引
こ
う
と
す
る
現
在
の
状
況
に
こ
の
法
律

の
持
つ
意
義
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
い

え
ま
す
。

　

い
ま
だ
に
被
差
別
部
落
の
青
年
た
ち
は

就
職
や
結
婚
な
ど
人
生
の
節
目
ご
と
に
部

落
出
身
で
あ
る
こ
と
に
い
や
お
う
無
く
向

き
合
わ
ざ
る
を
得
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
ネ
ッ
ト
上
で
は
事
実
無
根
な
悪

質
な
書
き
込
み
が
こ
う
し
て
い
た
っ
た
今

も
な
お
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
目
を

そ
ら
さ
な
い
で
、
水
平
社
宣
言
の
ご
と
く

全
て
の
人
々
が
人
間
と
し
て
尊
厳
を
持
つ

存
在
で
あ
る
社
会
が
一
日
も
早
く
来
る
こ

と
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

｢

部
落
差
別
の
解
消
の
推
進

に
関
す
る
法
律｣

が
成
立

こ
の
法
律
の
趣
旨
を

一
人
で
も
多
く
の
人
々
に
！

　
阿
南
市
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
の
花
言
葉

は
、
「
光
輝
く
」
で
す
。
人
権
に
つ
い
て

考
え
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
ま
さ
に
光
り

輝
く
阿
南
市
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
人
権
教
育
・
啓
発
コ
ー
ナ
ー
「
ひ
ま
わ

り
」
で
は
、
人
権
に
対
す
る
思
い
を
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

人権教育・啓発コーナー

ひまわり
⒆

問
い
合
わ
せ
は
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